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いとうせいこう、倉本美津留による新番組がスタート。 

「いとうせいこう×倉本美津留 ワラボ」 
音声サービス「AuDee（オーディー）」にて 

初回1月16日（火） 19時～配信/以降毎週火曜日 19時 
 

 

TOKYO FM と JFNが運営する音声サービス「AuDee（オーディー）」では、1月 16日（火） 19時より、新

番組『いとうせいこう×倉本美津留 ワラボ』の配信をスタートします。「ワラボ」とは「笑いのラボ」。この番

組は、ラジオ、舞台、映像ほかジャンルを問わず幅広く活躍する、いとうせいこうと倉本美津留の 2 人が、

「リスナーから笑いを募集して新しい笑いを生み出す。」をコンセプトにした番組。才能を埋もれさせたくな

い！」という 2 人の思いのもと、ハガキ職人から作家、芸人など新たな逸材を発掘していきます。2 人の

“笑い”にまつわるフリートークも必聴です。 

 

 

ハガキ職人から作家、芸人が誕生した時代が再び蘇ります。また１月後半からはポータブル動画サイト

「Travel TV」にてスタジオの模様も動画配信予定。ロゴデザインは、コップのフチ子、「サ道」などで知られ

るマンガ家・タナカカツキによるオリジナルデザイン。 
 

【新番組に向けての 2人からのコメント】 

『笑いのラボ（研究室）、ここから新しい笑いをどんどん生み出していきたい。そしてスターも生み出していきた

い。ワラボの「ボ」は募集の「ボ」でもあります。リスナーからネタに関する答えを送っていただきたいです。また

若手の芸人さんに来ていただいて、ネタ見せをして、そのネタに対してこうした方が〜など言い合ったりするな

ど、かなりマニアックな番組です。そんなマニアックなところから新しい文化・文明が生まれてきますから、その

出発点にしていきたいと思います。』 

 

 
『いとうせいこう×倉本美津留 ワラボ』URL 

https://audee.jp/program/show/300007118 

＊ゼロ回（事前予告編）は配信中。 

公式 SNS X  https://twitter.com/warainolab 

 

＜番組情報＞ 

タイトル：『いとうせいこう×倉本美津留 ワラボ』 

配信日時：1月 16日（火）19時～初回配信 

以降、毎週火曜日 19時配信 

パーソナリティ：いとうせいこう  倉本美津留 

https://audee.jp/program/show/300007118
https://twitter.com/warainolab
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＜出演者プロフィール＞ 

 

                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜音声サービス「AuDee（オーディー）」とは＞ 

 

 

AuDee（オーディー）とは、TOKYO FMほか全国 38の FM局のオーディオコンテンツ 

プラットフォームでスマートフォンアプリとウェブサイトの両方でサービスを展開している。 

人気アーティストのトークから、ラジオドラマ、ドキュメンタリーまで、1000を超える 

オリジナルも提供している。 

 

 

 

 

＜ポータブル動画サイト「Travel TV」とは＞ 

 2022年 10月にスタートした、MyStar社（本社：静岡県焼津市）が運営する 

動画配信サービスです。動画だけでなく、ライブ配信、e コマースなど、エンター 

テイメントに特化した様々なコンテンツを提供しています。１月下旬より配信予定 

の本番組の動画コンテンツは、無料でご覧いただくことができます。 

Travel TVウェブサイト：https://era.travel.gr.jp/ 

 

 

いとうせいこう 

1961年 3月 19日東京都出身。芸人、ラッパー、

タレント、小説家、作詞家、俳優、ベランダー、ク

リエイター。日本語ラップの草分け的存在で、特

にアルバム『Mess/Age』は日本の初期ヒップホッ

プの金字塔。著書に「ノーライフキング」「想像ラ

ジオ」「鼻に挟み撃ち」など。 

倉本美津留 

1959 年 6 月 2 日広島県出身。放送作家、演出

家、アートプロデューサー、絵本作家、ソングラ

イター、ラジオパーソナリティ。放送作家として、

NHK「浦沢直樹の漫勉」「シャキーン!」NTV「ダウ

ンタウン DX」EX「M-1 グランプリ」、演出家とし

て、NHK「藤子・F・不二雄 SF 短編ドラマ」など多

数。 


